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平
成
18
年
度
は
、
私
の
町
長
と

し
て
の
２
回
目
の
予
算
編
成
と
な

り
ま
す
が
、
財
政
状
況
は
前
年
度

と
同
様
、
極
め
て
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
人
口
が
増
加
し
て
い

る
も
の
の
税
収
の
伸
び
が
鈍
い
こ

と
や
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革
の

影
響
な
ど
に
よ
り
、
今
後
も
慢
性

的
な
歳
入
不
足
が
続
く
も
の
と
懸

念
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
歳
出
で

は
、
社
会
基
盤
整
備
等
に
よ
り
借

り
入
れ
た
起
債
の
償
還
や
扶
助
費

な
ど
の
義
務
的
経
費
も
年
々
増
加

施
政
方
針

町
で
は
、
平
成
17
年
度
に
お
い
て
、
小
針
北
小
学
校
の
新
設
や
南
部
安
心
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
、
新
幹
線
側
道
の
一
方
通
行
化
の
推
進
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
信
号
機
等
交
通
安
全
施
設
の
設
置
、
ニ
ュ
ー

シ
ャ
ト
ル
の
増
発
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
所
得
制
限
の
廃
止
、「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
の

開
始
、
そ
し
て
待
機
児
童
の
早
期
解
消
を
図
る
た
め
、
北
保
育
所
移
転
建
築
事
業
の
推
進
な
ど
諸
施
策

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
の
も
と
、
着
実
に
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
を
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

町長 野川和好

し
、
後
年
度
負
担
等
が
伴
う
新
規

事
業
の
実
施
は
極
め
て
困
難
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
18
年

度
に
お
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き

第
４
次
の
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ

き
、
事
務
改
革
・
財
政
改
革
・
職

員
改
革
に
取
り
組
み
、
真
に
必
要

な
も
の
を
見
極
め
る
と
と
も
に
、

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
等
の
見
直

し
、
職
員
の
給
与
の
適
正
化
や
各

種
手
当
等
の
見
直
し
な
ど
徹
底
し

た
改
革
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
予
算
を
編
成
す
る
に
当

た
り
ま
し
て
は
、
北
部
地
区
へ
の

安
心
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

事
業
を
は
じ
め
、
内
宿
駅
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
事
業
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
事
業
）
の
推
進
、
道
路
整
備

や
排
水
路
整
備
な
ど
の
都
市
基
盤

整
備
の
推
進
、
子
育
て
支
援
や
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
充
実

な
ど
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
第
一
に
考
え
編
成
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
も
、
だ
れ
も
が

安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
「
自

然
と
調
和
し
た
、
ふ
れ
あ
い
・
安

心
安
全
・
住
み
よ
い
ま
ち
」
を
目

指
し
、
３
万
７，

０
０
０
有
余
の

町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
生
涯
学
習

の
推
進
と
し
て
、
学
校
開
放
講
座

を
は
じ
め
と
し
た
各
種
事
業
を
実

施
し
、
社
会
教
育
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
関
係
で
は
、
教
育

環
境
の
充
実
と
し
て
、
小
針
北
小

学
校
の
開
校
に
伴
う
運
営
事
業
、

①
�心
豊
か
な
人
と
文
化
を

育
む
�

総
合
振
興
計
画
前
期

基
本
計
画
に
基
づ
く

18
年
度
の
主
な
施
策

生
徒
数
の
増
加
を
見
据
え
た
小
針

中
学
校
の
校
舎
増
築
の
た
め
の
設

計
業
務
、
既
設
小
中
学
校
の
施
設

「
自
然
と
調
和
し
た
、
ふ
れ
あ
い
・�

安
心
安
全
・
住
み
よ
い
ま
ち
」を
目
指
し
て�
「
自
然
と
調
和
し
た
、
ふ
れ
あ
い
・�

安
心
安
全
・
住
み
よ
い
ま
ち
」を
目
指
し
て�

平成18年度施政・予算編成方針

生涯学習の一層の推進を
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整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
指
導
の
充
実
で
は
、
Ａ
Ｅ

Ｔ
（
英
語
補
助
教
員
）
を
増
員
し
、

小
学
校
に
配
置
し
て
国
際
理
解
教

育
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

そ
の
他
、
青
少
年
健
全
育
成
や

町
民
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
な
ど
も
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
と
し

て
、
待
機
児
童
の
早
期
解
消
に
向

け
た
北
保
育
所
の
移
転
建
築
や
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
児
通

所
訓
練
室
お
よ
び
小
針
北
児
童
ク

ラ
ブ
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

新
た
な
事
業
と
し
て
、
子
育
て

親
子
の
交
流
を
目
的
と
し
た
つ
ど

い
の
広
場
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
対
策
と
し
て
敬
老
会
の
開
催

や
長
寿
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
、
援
護

対
策
と
し
て
高
齢
者
や
障
害
を
お

持
ち
の
方
の
家
庭
の
た
め
各
種
支

援
事
業
、
さ
ら
に
障
害
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め
の
手

法
・
体
制
づ
く
り
に
向
け
た
障
害

福
祉
計
画
の
策
定
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

介
護
保
険
分
野
で
は
、
18
年
度

か
ら
の
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
介
護
保
険
法
の
改
正
を
踏

ま
え
た
、
よ
り
充
実
し
た
介
護
保

②
�
す
こ
や
か
で
心
安
ら
ぐ

福
祉
を
育
む
�

ま
た
、
生
活
基
盤
や
道
路
網
の

整
備
と
し
て
土
地
区
画
整
理
事
業

の
推
進
、
町
道
の
整
備
、
玄げ

ん

蕃ば

橋ば
し

の
改
修
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

中
部
地
区
の
新
田
前
公
園
の
整

備
や
、
緑
地
の
保
全
と
緑
化
の
推

進
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業
や
ご

み
処
理
広
域
化
施
設
建
設
推
進
事

業
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
啓
発
な

ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

③
�
み
ど
り
う
る
お
う
美
し
い

環
境
を
育
む
�

め
ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
車
両
購
入
補

助
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
で

は
、
各
地
で
発
生
し
た
災
害
を
教

訓
と
し
て
、
さ
ら
に
防
災
対
策
を

高
め
る
た
め
地
域
防
災
計
画
の
修

正
や
国
民
保
護
計
画
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
防
犯
対
策
で
は
、
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
北

部
地
区
に
防
犯
拠
点
施
設
を
整
備

し
、
併
せ
て
南
北
両
地
区
の
防
犯

拠
点
施
設
に
臨
時
職
員
と
防
犯
パ

公
共
交
通
網
の
整
備
と
し
て

は
、
内
宿
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
た
め
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の

設
計
業
務
、
輸
送
力
の
増
強
の
た

農
業
後
継
者
・
生
産
組
織
の
育

成
と
し
て
新
規
就
農
者
の
奨
励
、

町
民
と
農
業
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

の
提
供
と
し
て
体
験
農
場
や
レ
ク

平
成
18
年
度
の
地
方
財
政
対
策

に
お
き
ま
し
て
は
、
地
方
税
収
入

や
地
方
交
付
税
の
原
資
と
な
る
国

税
収
入
が
回
復
傾
向
に
あ
る
一
方

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園
運
営
補
助
事

業
、
経
営
の
安
定
化
と
し
て
地
産

地
消
推
進
事
業
や
安
心
安
全
な
農

産
物
の
生
産
供
給
事
業
な
ど
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
商
業
基
盤
の
整
備
と
し

て
駅
前
商
業
街
区
整
備
の
推
進
、

観
光
行
政
推
進
の
た
め
観
光
振
興

補
助
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

引
き
続
き
人
権
啓
発
の
推
進
を

図
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
と
し
て
、
北
部
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
内
に
町
民
の
み
な
さ
ん

が
お
使
い
い
た
だ
け
る
新
た
な
公

共
施
設
と
し
て
「
伊
奈
町
パ
ブ
リ

ッ
ク
ル
ー
ム
」
を
設
置
い
た
し
ま

す
。
さ
ら
に
町
民
参
画
の
体
制
づ

く
り
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
啓

発
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
行
政
運
営
の
面
に
お
き

ま
し
て
は
、
計
画
行
政
の
推
進
、

行
政
改
革
の
実
施
、
情
報
公
開
制

度
の
充
実
、
人
材
の
育
成
、
財
源
の

安
定
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤
�い
き
い
き
と
し
た
参
加
型

社
会
を
育
む
�

予
算
編
成
方
針

小針北小学校前に移転する北保育所（写真は完成予想図）

老朽化した玄蕃橋

多くの買い物客でにぎわう四季彩館 北部にも安心安全ステーションを設置

④
�暮
ら
し
と
活
力
を
支
え
る

産
業
を
育
む
�

険
事
業
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ト
ロ
ー
ル
用
公
用
車
の
配
置
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
防

犯
灯
の
設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

交
通
環
境
の
整
備
と
し
て
は
、

安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
環
境
の
確

保
の
た
め
新
幹
線
側
道
の
一
方
通

行
化
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
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●
税
収 一
般
会
計
歳
入

で
、
公
債
費
が
高
い
水
準
で
推
移

す
る
こ
と
や
社
会
保
障
関
係
経
費

の
自
然
増
等
に
よ
り
、
依
然
と
し

て
大
幅
な
財
源
不
足
が
生
じ
る
も

の
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
の
財
政
状
況
に
つ
き

ま
し
て
も
、
景
気
の
改
善
傾
向
が

見
え
始
め
て
い
る
も
の
の
、
歳
入

の
根
幹
を
な
す
町
税
が
伸
び
悩
む

中
、
扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経
費

が
増
大
し
、
さ
ら
に
は
、
数
次
の

景
気
対
策
に
よ
る
公
共
事
業
の
追

加
、
減
税
の
実
施
や
臨
時
財
政
対

策
債
の
発
行
等
に
よ
り
、
借
入
金

残
高
は
急
増
し
て
お
り
、
そ
の
償

還
が
将
来
の
大
き
な
負
担
と
な
る

な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
地
域
福
祉
施
策
、
環
境
対

策
、
教
育
施
策
、
生
活
関
連
社
会

資
本
の
整
備
な
ど
安
心
、
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
経

費
全
般
に
わ
た
っ
て
慎
重
に
検
討

し
節
減
合
理
化
や
施
策
の
厳
選
等

に
よ
り
、
効
率
的
、
効
果
的
な
財

源
配
分
に
努
め
る
と
と
も
に
、
補

助
事
業
の
導
入
、
地
方
債
の
活
用

や
既
設
基
金
の
見
直
し
お
よ
び
基

金
の
取
り
崩
し
等
に
よ
り
財
源
の

確
保
を
図
り
、
平
成
18
年
度
予
算

を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

町
民
税
の
う
ち
、
個
人
町
民
税

に
お
い
て
は
、
個
人
所
得
や
個
人

消
費
の
低
迷
等
依
然
厳
し
い
状
況

に
あ
る
も
の
の
納
税
義
務
者
の
伸

び
お
よ
び
税
制
改
正
に
伴
う
増
が

見
込
ま
れ
、
ま
た
、
法
人
町
民
税

に
お
い
て
も
一
部
持
ち
直
し
に
向

け
た
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
個
人
分
・
法
人
分
合
わ
せ
て

19
億
４，

９
７
０
万
円
、
平
成
17

年
度
当
初
予
算
対
比
８
・
４
％
の

増
を
見
込
み
ま
し
た
。

ま
た
、
固
定
資
産
税
に
つ
き
ま

し
て
は
、
地
価
の
下
落
が
依
然
と

し
て
続
い
て
お
り
、
さ
ら
に
、
家

屋
に
お
い
て
も
３
年
に
一
度
の
評

価
替
え
に
伴
う
既
存
家
屋
の
減
価

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
22
億

28
万
６
千
円
、
平
成
17
年
度
当
初

予
算
対
比
５
・
３
％
の
減
を
見
込

み
ま
し
た
。

●
交
付
税
交
付
金

地
方
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、
算
定
係
数
等
が
不
確
定
で
あ

り
、見
通
し
が
困
難
な
状
況
の
中
、

今
ま
で
の
実
績
や
国
・
県
の
情
報

等
を
参
考
に
、
普
通
地
方
交
付
税

６
億
１，

０
０
０
万
円
、
特
別
地

方
交
付
税
７，

８
０
０
万
円
、
合

計
６
億
８，

８
０
０
万
円
を
見
込

み
ま
し
た
。
ま
た
、
普
通
交
付
税

に
つ
き
ま
し
て
は
、
算
定
の
基
礎

と
な
る
平
成
17
年
国
勢
調
査
人
口

の
増
加
率
等
を
勘
案
し
、
平
成
17

年
度
当
初
予
算
対
比
１
・
５
％
の

増
と
見
込
み
ま
し
た
。

●
国
庫
支
出
金
お
よ
び
県
支
出
金

児
童
手
当
の
制
度
改
正
等
に
伴

い
、
国
庫
支
出
金
３
億
２，

７
９

５
万
８
千
円
、県
支
出
金
３
億
２，

２
０
１
万
１
千
円
を
見
込
み
ま
し

た
。

●
町
債

北
保
育
所
建
設
事
業
の
民
生

債
、
町
道
整
備
事
業
・
排
水
施
設

整
備
事
業
・
区
画
整
理
事
業
・
公

園
緑
地
事
業
等
の
土
木
債
、
救
助

工
作
車
購
入
事
業
・
防
火
貯
水
槽

整
備
事
業
の
消
防
債
、
中
学
校
整

備
事
業
等
の
教
育
債
、
減
税
補
て

ん
債
、
臨
時
財
政
対
策
債
お
よ
び

借
換
債
の
発
行
を
見
込
み
、
合
計

で
17
億
７，

８
９
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
財
源
の
不
足
に
充
て
る

た
め
財
政
調
整
基
金
お
よ
び
地
域

福
祉
基
金
を
取
り
崩
す
と
と
も

に
、
既
設
目
的
基
金
を
見
直
し
、

新
た
に
設
け
る
公
共
施
設
整
備
基

金
か
ら
の
繰
入
に
よ
り
、
10
億
８，

９
０
６
万
円
を
繰
入
金
と
し
て
計

老
人
保
健
特
別
会
計
15
億
４，

８
１
６
万
５
千
円
、
５
・
０
％
の

減
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
25

億
６，

４
８
９
万
４
千
円
、
０
・

５
％
の
増
、
公
共
下
水
道
事
業
特

特
別
会
計

こ
う
し
て
編
成
し
た
一
般
会
計

予
算
は
１
０
２
億
円
、
平
成
17
年

度
当
初
予
算
対
比
２
・
６
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
総
額

上
い
た
し
ま
し
た
。

投
資
的
経
費
の
主
な
も
の
と
し

て
、
引
き
続
き
北
保
育
所
等
の
整

備
を
は
じ
め
、
道
路
・
排
水
路
・

公
園
・
下
水
道
・
区
画
整
理
な
ど

の
生
活
基
盤
整
備
関
連
の
予
算
を

計
上
し
た
ほ
か
、
防
犯
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
、
内
宿
駅
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
事
業
、
総
合
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
な
ど
の
予
算
を
計
上
い
た

し
ま
し
た
。

一
般
会
計
歳
出

水
道
事
業
の
収
益
的
収
支
の
う

ち
、
収
入
は
10
億
１，

４
０
１
万

８
千
円
、
こ
れ
に
対
し
、
支
出
は

８
億
４，

５
７
３
万
２
千
円
で
、

差
し
引
き
１
億
６，

８
２
８
万
６

千
円
の
税
込
み
利
益
を
計
上
い
た

し
ま
し
た
。

次
に
、
資
本
的
収
支
に
つ
き
ま

し
て
は
、
収
入
で
は
８，

７
８
６

万
４
千
円
、
支
出
で
は
２
億
９，

９
７
０
万
２
千
円
と
な
り
、
支
出

額
に
対
し
て
収
入
が
不
足
す
る
額

２
億
１，

１
８
３
万
８
千
円
は
、

減
債
積
立
金
等
の
自
己
資
金
を
充

当
す
る
考
え
で
す
。

水
道
事
業
会
計

別
会
計
９
億
１，

１
４
３
万
１
千

円
、
９
・
１
％
の
減
、
中
部
特
定

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
16

億
１，

５
１
３
万
４
千
円
、
２
９

１
・
１
％
の
増
、
介
護
保
険
特
別

会
計
10
億
３，
３
４
６
万
２
千
円
、

６
・
４
％
の
増
で
、
一
般
会
計
お

よ
び
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
１

７
８
億
７，

３
０
８
万
６
千
円
と

な
り
、
平
成
17
年
度
当
初
予
算
対

比
８
・
３
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

平成18年度施政・予算編成方針

区画整理地内の街並み

安心・安全なまちづくりのより一層の推進を


